
「440年前の歴史」

大村市立西大村中学校 3年 山口 翔大

私たち16名の中学生は、各市や町から2人ずつ集まり、8月 18日から 25日までの8日

間、天正遣欧使節ゆかりの地であるイタリアを訪れる機会をいただきました。男子8人、女子8

人、そして随行員の方々、ガイドさん、添乗員さんとともに、初めての海外旅行、そして初めて出

会う仲間たちとの冒険の旅が始まりました。

1 日目 日本から世界へ一歩踏み出す

8月 18日、朝 8時、福岡空港に集合しました。前日から胸が高鳴り、ほとんど眠れませんで

した。集合場所には少し緊張した面持ちで立っている私たちがいました。

出発前の説明を受けた後、韓国を経由してローマへ向かいます。初めての国際線、そして十数

時間にわたる長い空の旅。飛行機の窓から見える景色に感動しながらも、座りっぱなしの時間

が続き、疲れがじわじわと押し寄せてきます。機内では映画を観たり、眠ろうとしたり、勉強する

などして、それぞれが思い思いに過ごしました。

ついにローマの空港に到着したのは夜。異国の空気と独特の香りに、「本当にイタリアに来たん

だ」という実感が湧きました。しかし、初めて会った仲間たちとの距離感や、言葉の通じない国

で過ごす不安もあり、心は少し緊張したままでした。ホテルに着く頃には皆ぐったりと疲れ果て

ていました。明日から楽しむぞ！と期待をしてはやくベッドに入りました。

2日目 歴史と芸術に包まれるローマ

旅の本格的なスタートはローマ市内観光から始まりました。

移動中のローマの街並みに圧倒され、常にカメラの準備をしていました。まず訪れたのは「サン・

ジョヴァンニ・イン・ラテラノ大聖堂」。その堂々とした外観に圧倒され、中へ入ると静かさの中に

漂う神聖な雰囲気に心を奪われました。

続いて「サンタ・マリア・マッジョーレ大聖堂」へ。壁一面に施されたモザイク画や金色に輝く天

井は、思わず息をのむほどの美しさでした。

そして、昼食の時間です。僕のイタリアの旅の楽しみの1つである、本場のピザを堪能しました。

少しイタリア特有の癖はあったものの、とても口に合い、仲間のピザも少しもらいました。

午後からは「バチカン美術館」を見学しました。世界中から集められた芸術品の数々は圧巻で、

どこを見ても歴史と文化が凝縮されているようでした。中でも「システィーナ礼拝堂」で見たミ

ケランジェロの天井画は、写真で見たことがあっても実物は全くの別物で驚きが隠せませんで

した。

最後に「サン・ピエトロ大聖堂」へ。広大な広場に立った瞬間、そのスケールの大きさにニヤけ

が止まりませんでした。初日から心が震えるような体験ばかりで、興奮冷めやらぬままホテルへ

戻りました。ガイドさんに気に入ってもらい、イタリアの聖堂は似たような名前のものが多く、覚

えるのに時間がかかり、何度もガイドさんからクイズを出されました。間違えるたびに、予習しと

けばよかったと後悔しました。

夕食は、ローマの女王と呼ばれるカルボナーラをいただきました。デザートのパンナコッタは

甘すぎたので、仲間にキャラメルを食べてもらいました。
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イタリアの街並みや、聖堂は日本とは比べものにならない大きさで上ばかりを向いて、夜のう

ちに首が筋肉痛になりました。

2回目の夜には、緊張も解れ、お互いのことを少しずつ知れる楽しい夜でした。

3日目 法王謁見と古代ローマの息吹

この日は特別なイベント、ローマ法王との謁見です。世界中から集まった人々が一堂に会し、そ

の光景だけでも感動的でした。

その後は古代ローマを象徴する「コロッセオ」へ。コロッセオが滅びるとき、ローマは滅び、世界

も滅ぶと言われるほど丈夫なつくりで2000年前に建てられたとは思えないほど壮大な建築

物に驚きました。当時ここで行われていた剣闘士の戦い、猛獣との戦いや観客の熱狂を想像す

ると、背筋がぞくっとしました。

午後には「トレビの泉」や「スペイン広場」など、2次元で見たことのある風景を実際に目にし、

夢のような気分でした。トレビの泉では後ろ向きでコインを投げ入れ、「またイタリアに来られま

すように」と願いを本気で込めて、本気で投げました。

イタリアと言えばジェラート。少し値段が高かったけど、とても美味しかったです。服についた

ジェラートが、洗っても取れなかったのが少し怖かったです。

夕食は、ティーボーンステーキでした。塩味だけでしたがとてもジューシーで美味しかったで

す。

4日目 芸術の都フィレンツェ

4日目はフィレンツェ観光です。1番に驚いたのはローマとの街並みの差です。同じイタリアで

もこんなにも違うのかと、感銘を受けました。

最初に訪れた「ウフィツィ美術館」では、ボッティチェリの『ヴィーナスの誕生』や『春』など、教科

書でしか見たことのない名画を間近で鑑賞しました。絵画一枚一枚に物語りがあり、芸術の力

を肌で感じました。

「花の聖母教会（ドゥオモ）」では、高くそびえるクーポラと緻密な装飾に目を奪われました。

その後、「ヴェッキオ橋」や「ヴェッキオ宮殿」を巡り、中世の街並みを歩きながら、まるでタイム

スリップしたような気分を味わいました。慣れない石畳の道を歩くと歴史が足元から伝わってく

るようで、心がわくわくしました。

夕食は、ボロネーゼでした。日本と違い、ひき肉の味が強くとても好みでした。

そしてこの日に、イタリアのスーパーに行き、現地の方に翻訳機を使いながらおすすめのトマト

ソースを聞き、日本語で対応してくれた方とツーショットを撮りました。

ホテルには、日本の格闘技ゲーム、ストリートファイターの大きいゲーム機が置いてありとても

驚きました。

この日が派遣事業折り返し地点となり、男子全員で同じ部屋に集まり、夜の3時すぎまで話

していました。みんな早いねと少し悲しくなったのを覚えてます。

5日目 水の都ベネチア

5日目は、水の都ベネチアを半日観光しました。
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サン・マルコ広場に立った瞬間、目の前に広がる光景に思わず歓声が上がりました。広場に面

する「サン・マルコ寺院」や「ドゥカーレ宮殿」は、華やかでありながら落ち着いた雰囲気を漂わせ

ていました。「リアルト橋」からは運河を行き交うゴンドラが見え、まるで絵画の世界に迷い込ん

だようでした。

昼食はイカ墨パスタでした。日本にしかないと思っていたのでびっくりしました。食べてみる

ととても美味しく、自分の中で 1番だったと思います。

実際にゴンドラに乗ると、水面がすぐ目の前にあり、ベネチアの人々の暮らしが垣間見えまし

た。本当に地球上にこんな場所があったんだと感動し、自分の生きてきた世界の小ささと、世界

の大きさを同時に感じれたとても感動した時間でした。水路をゆっくり進む中、街並みが少しず

つ変わっていく様子は、どこか夢の中を旅しているようで、心に深く残る体験となりました。

ガイドさんのおすすめの場所として急遽、ガラス職人のもとへ訪れました。実際に馬の形をし

たガラスを目の前で作ってくれてとても驚きました。

だんだん、イタリアに慣れてきた反面、前日の少ない睡眠時間のためこの日は早く寝ました。

6日目 音楽と宗教建築に触れるミラノ

この日はミラノ観光です。午前中はバスの中で過ごしました。昼食の久々のリゾット（米）がと

ても美味しく感じました。

まず訪れたのは世界的に有名な「スカラ座」。舞台芸術の聖地に立つと、自分が音楽や演劇の

世界とつながったような感覚がしました。

続いて「ミラノ大聖堂」へ。外観の細かな彫刻一つひとつに驚き、内部に入ると荘厳な空気に

心が引き締まりました。天井まで届きそうなステンドグラスを見上げながら、言葉では言い尽く

せない感動を覚えました。ホテルでは今日でみんなと泊まるのも最後だねと寂しくなりながら

も、楽しく談笑しながら夜を過ごしました。

7日目 最後の挑戦と帰国

最終日はミラノ市内でフォトロゲイニングを行いました。4つのチームに分かれ、地図と写真を

手がかりに観光地を巡り、ポイントを競います。仲間と協力し合いながら、時に迷い、時に笑い、

チームワークの大切さを改めて実感しました。僕達のチームはみんなで話し合い、なんと優勝す

ることができました。この経験が僕の中では特に大きな学びになったと感じています。

午後は空港へ向かい、韓国を経由して福岡へ。夜8時頃に到着した時には、達成感と寂しさ

が入り混じった複雑な気持ちでした。

旅を終えて

今回の旅では、イタリアの壮大な歴史や芸術、そして現地の人々との触れ合いを通じて、多く

の学びを得ました。天正遣欧少年使節の少年たちが400年以上前に同じ地を訪れたことを思

うと、私たちの体験はその歴史の延長線上にあることを強く感じます。

イタリアの凄さと同時に日本の凄さも実感できた本当に素晴らしい旅でした。百聞は一見に

しかずというように、実際に現地に足を運ばないと分からないことがたくさんありました。
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最初は互いに緊張していた仲間たちとも、この旅を通して深い絆が生まれました。言葉や文

化が違っても、人と人との心は通じ合えることを知り、世界を見る目が大きく広がりました。そ

して、今回の旅で出会った仲間とは一生の付き合いを続けたいと思います。

この旅では、大きく2つのことを学びました。それは、初めて会った人と信頼し合える関係を

つくることの難しさ、様々な人がいることを理解しようとする大切さです。

このように色んな国へ足を運び、その地域を知り、理解しようとすることが平和な未来への一

歩だと思います。素晴らしい経験をさせてもらった僕だからこそできるような、社会への貢献の

仕方を考え行動する、していく大人になりたいと思います。

また、僕達の旅に随行してくれた方々、ガイドさん、添乗員さん、旅を支援してくださった全て

の人への感謝の気持ちでいっぱいです。

この経験を胸に、これからの自分自身の成長につなげていきたいと思います。
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